
 

 

2023年度年次報告書 

生体多感覚システム 

2021年度採択研究代表者 

 

 

安 琪 

 

 

東京大学 大学院新領域創成科学研究科 

准教授 

 

 

感覚介入リハビリ技能の解明と支援装具への応用 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

本研究では、理学療法士が脳性麻痺児に感覚情報を印加することで、脳内身体表現の形成を

促進し、多感覚システムを活性化させることで運動機能を改善していると作業仮説を立てて、研究

を推進しており、2023 年度では新たに立位で前方に手を伸ばすというファンクショナルリーチテスト

（FRT）に着目し、定型発達児と脳性麻痺児において運動計測実験を行い、理学療法士の介入前

後で、脳性麻痺児の FRT での到達距離や姿勢がどのように変化するかを調査した。その結果とし

て、脳性麻痺児において介入後は手を前方に伸ばす距離が増加し、バランスを維持しながら前方

に手を伸ばせるようになることが確認された。また脳性麻痺児は介入後に足関節の底屈が増加し、

膝関節を伸展させるようになり、関節間の協調が改善することが示された。 

さらに本年度は自信の身体近傍空間の把握能力に着目した計測実験を行った。人が自身の周

辺のモノに手が届くかどうか判断できることは転倒を未然に防いだり、積極的に外界とインタラクシ

ョンする上で重要である。計測実験の結果、手が届く距離を過大評価もしくは過少評価している脳

性麻痺児において、介入を行ったあとは、身体近傍空間の把握能力が改善することが示された。 

 加えて、本年度は今までに開発した足底部の刺激装置を健常成人に適用し、立位姿勢の変化

を調査した。ここでは利き足のみを刺激したあとに左右足にかかる荷重の比と足底部の圧中心の

変化を調べた。その結果として、介入前は非利き足に荷重がかかっていたのに対して、介入後は

より利き足に荷重をかけた立ち方になっており、荷重の誘導が図れることが分かった。加えて、介

入後は足底部の圧中心の左右方向の動揺が減少し、転倒抑制に寄与することが示唆された。 
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